









甲南経営研究 第41巻第 3・4号 (2001.3) 
ゼロエミ ッションと
企業の環境マネジメント





アーサー ・D ・リトル (ADL)社は，これまでの環境問題を 4世代に分類
し，各世代における対策を図 1のように整理している。それによると，第 1
世代は 「公害への対応の時代」， 第 2世代は 「省エネルギー追求の時代」，第






注目している。通産省も ，平成 9年度に 「エコタウン事業」を創設（平成10
年度からは厚生省と連携）したが，それは 「『ゼロエミッション構想』（ある
産業から排出された全ての廃棄物を新たに他の分野の原材料として活用し，
(1) アーサー ・D・リトル社環境ピジネス ・プラクティス 『環境ピジネスの成長戦
略jダイヤモンド社， 1997年， 14-17ページ。

































ッションとは何か， それがめざすものは何か， さらに， その取り組みの現状
と今後の可能性， これからの課題などについて若干考察していきたい。
(3) 日村健二「地域における循環型経済システムの構築に向けたエコタウン事業」
『産業と環境』 2000年 5月， 21ページ。
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(4) 三橋規宏『ゼロエミッションと日本経済j岩波書店， 1997年， 1ページ。






























(9) G. パウ リ「ゼロ・エミ ッション研究構想と今後の展開」 『産業と環境』 1997年
7月， 34ページ。なお，本論文は 「産業と環境J1997年 6月， 107-120ページに掲載
された G.Pauli, "Zero Emissions Research Initiative: How to compete in the 
future?"を翻訳したものである。
(10) G. パウリ，前掲書， 26-27ページ。
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(19) G. パウリ，前掲論文， 35-36ページ。






































































(26) 三橋規宏編 『「ごみゼロ工場」への挑戦j日本プラントメインテナンス協会， 2000
年 ；同著 『日本経済グリーン国富論j東洋経済新報社， 2000年， 169-220ページ；日
本経済新聞社編 『環境経営：ゼロマネジメントヘの挑戦』日本経済新聞社，1999年；
川名英之 『どう創る循環型社会：ドイツの経験に学ぶj緑風出版， 1999年， 191-197
ページ：竹林征雄「ゼロエミッションヘの取り組みにあたって考えること」「産業と
環境』2000年 5月， 34-40ページ；環境庁，前掲書， 75-92ページ；斎藤正一，高田
憲一 「目指せゼロエミッション経営」［日経エコロジ一J2000年 1月号，14-25ペー
ジ：藤田成吉 「ゼロ・エ ミッションと循環型社会の構築」 『産業と環境』2000年5月，





企 業 名 工場等数 企 業 名 工場等数
サッポ ロビール 10工場 トヨタ自動車 1工場
アサヒビール 9工場 本田技研工業 1工場
麒麟麦酒 15工場 キャノン 1工場
王子製紙 4工場 リコー 3工場
日本製紙 l工場 キリ ンビバレ ッジ 2工場
協和発酵工業 2工場 キャノン化成 2工場
ライオン 2工場 タバイ エスペック l工場
太平洋セメン ト 10工場 トステム 2工場
INAX 2工場 富士ゼロックス 3工場
NEC 12工場 キャノン・コンポーネンツ l工場
三洋電機 l工場 サントリー 3工場
松下通信工業 2工場 アサヒ飲料 3工場





























(27) G. パウリ，前掲書， 153ページ。
(28) 林 哲裕『ドイツ企業の環境マネジメント戦略］三修社， 2000年， 67-70ページ。
(29) G. パウリ，前掲書， 257ページ。
(30) E .U. フォン ワイツゼッカー・エイモリーB.ロビンズ・ L.ハンター ロビ
ンズ著，佐々木 建訳 ［ファクター 4 豊かさを 2倍に，資源消費を半分にj省
エネルギーセンター， 1998年参照。


























(32) カール ・ヘンリク・ロベール著，市河俊男訳 『ナチュラル ・ステ ップ』新評論，
1996年；同著，高見幸子訳 「ナチュラル・チャレンジ」新評論， 1998年参照。
(33) 「ゼロエミ ッション構想の本質と現状及ぴ今後の展開 鈴木基之国連大学副
学長に聞く」 『産業と環境』2000年5月， 20ページ。
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(34) G. パウリ，前掲書， 14-15ページ。
(35) 同上書， 40-41ページ。 F.Capra and G. Pauli, SteeガngToward Sustainability, 
The United Nations University Press, 1995 (フリッチョフ・カプラ，グンター ・パ






































(43) パウリによれば，先進工業国によるゼロエミ ッションの追求は H本がリードし
ている。その背景として彼は，悛性的なスペース不足（とくに廃棄物処分用の土地
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トの巨木は何を語りたいか.I(協和（樹発行） ABC出版， 1985年：同著 ［生命の発見j




The Farther Reaches of Human Nature, Viking Press, 1971 (A.H. マスロー著，上
田吉一訳 「人間性の最嵩価値」誠信書房， 1964年）なども参照。
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(52) 高橋佳子 「DISCOVERY』三宝出版， 1996年など参照。
(53) 裔橋佳子氏は，今日「一部の傑出した覚者だけが目覚める時代は， もう過去の
ものです。平凡な一人ひとりが呼ぴかけに応える時代が米ています（同著『サイレ
ント ・コーリング』三宝出版， 1991年， 6ページ）」とのべている。
171 
ゼロエミッシ ョンと企業の環境マネジメント（中丸寛信）
パウリがめざす現実は，内なる資源の開発が伴わなければ具現できないで
あろう 。また逆に，その開発がなされていく度合いに応じて，ゼロエミッシ
ョンの方法論は力を発揮し，めざす現実が達成されていくに違いない。これ
からの21世紀は，内の深化と外の変革の同時的達成をめざす方向が求められ
ている。 20世紀には人間は外に目を向け「モノの力」を解放してきたといえ
ようが， 21世紀には人間は内に目を向け「人間本来の力」を解放することを
求め られており ，そこに問題解決の鍵があると思うからである。
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